
【資料１】 

病床機能に係る病院開設等計画書 

■医療機関の概要 

開設者 稚内市長 工藤 広 

施設名 市立稚内病院 

所在地 北海道稚内市中央４丁目１１番６号 

標榜科目 内科／消化器内科／腫瘍内科／血液内科／肝臓内科／神経内科／循環器

内科／外科／血管外科／小児科／整形外科／産婦人科／皮膚科／泌尿器

科／精神神経科／眼科／耳鼻咽喉科／麻酔科／放射線科／リハビリテー

ション科／透析センター 

 

■病床整備計画の概要 

計画の種別 
□開設、病床設置 □移転 □開設者変更 □法人内病床移動 

□病床機能変更 □再稼働 ■その他（ 許可病床数の見直し ） 

病床機能 

高度急性期 0床、急性期 248床、回復期 0床、慢性期 0床 

【変更（再稼働）前】 

高度急性期 0床、急性期 258床、回復期 0床、慢性期 0床 

開設（変更、再稼働）予定日 令和７年９月 30日 変更 

申請等の提出予定月 令和７年 10月 

【計画の内容】 

・一般病床を 10 床削減し、258 床から 248 床に変更する。これにより、感染病床 4 床、精神病床 70 床

を合わせた許可病床の総数は 332床から 322床となる。 

・本院の病床は、令和７年４月に実施した病棟再編成により一般 92床、精神 35床を休止している。こ

れらの休止病床については、病床数の適正化を図るため今後段階的に廃止していく方針。 

・今回削減する 10 床は、「病床数適正化支援事業」の二次内示（予定）分であり、残りの休止病床につ

いては、今後の国等の支援策の活用を図りながら病床数の適正化を進めていく。 

 

 

■地域医療構想の考え方を踏まえた当該病床機能が必要と考える理由 

病床数の見直しにより、市立稚内病院が担う役割・機能に何ら変更はなく、人口減少等による今後の医

療需要の変化を考慮しつつ、宗谷二次医療圏において過剰となっている急性期病床の削減は、地域医療

構想の実現に資するものであると考える。 

 

 


